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「絞り込み検証 はじめの一歩（３）」

空売りの場合を想定した「絞り込み検証」を解説します。

今まで２回分は、仕掛けは「買い」として説明しました。

今回は、仕掛けを売り条件、「空売り」を仕掛けたとして検証をしてみます。

空売りなので、仕掛値＞手仕舞値となった場合が利益です。

■仕掛け条件 ２５４１番シートへ保存

２つシートに登録します。

簡単に言うと、ＲＪが８０以上で、上ひげが２％以上ある。という条件です。
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■手仕舞い条件 ２５４２番シートへ保存

仕掛け条件に合格してから、ＲＪが５０以下になったら手仕舞い。
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想定ポイント

ここで仕掛け条件に合格

ここで手仕舞い条件に合格
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■絞り込み検証実行

検索対象は日経２２５採用銘柄

期間は２０２５年

４０日先まで見る。以降は時間切れとなる。

仕掛け条件 ２５４１番のみ
手仕舞い条件 ２５４２番のみ

仕掛け、手仕舞いを実行する条件は、翌日寄付とします。
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絞り込み検証実行超画面 終了時

空売りを仕掛けたので、下降率が載っている下側に注目します。
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絞り込み検証ファイルを見てみましょう。

フォルダ

[C:\JPDATA2000\KenSho]
ファイル名

[JPRKenSho2541-2541-2542-2542Day.csv]

内容を一部省いて表示します。

ここに注目します。

仕掛け値が１０４２５円

手仕舞い値が９４３０円

空売りなので、１０４２５－９４３０＝９９５円。

「損益」は９９５円の利益となりますが、内容を見てみると「－９９５」となってます。

この検証結果ファイルの「損益」の項目は、「手仕舞い値－仕掛け値」となっています。

仕掛けは、「買い条件」が基準です。

なので今回のように「空売り」の仕掛けの場合は、「損益」の項目は逆になりますので、
注意してください。

表では「－９９５」となっていますが、実際は利益なので「＋９９５」です。
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合計すると、「－１０２６５．１」ですが、実際は「＋１０２６５．１」です。

見にくいから反転させたい、場合は、対象セルに｛－１｝をかけます。

このようにプラスの値となります。
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全期間の検証

空売りとして条件を作成したので、下落率をみます。
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全期間の検証ファイル

損益がプラス値なので、実際はこの分マイナス。損失です。


